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１ 目的 

 危惧される巨大地震災害に対応するために、各自治会に結成されている自主防災隊による総合訓

練を実施し、地域住民の防災思想の高揚と地震被害の軽減を図ることを目的とする。 

 

２ 日時 

令和５年１２月３日（日） 午前８時３０分～午前９時４５分（小雨決行） 

※警報等が発令され、訓練実施に支障があると判断される場合は、午前６時００分に決定し、午

前６時３０分ごろ後援会から関係者へ中止の電話連絡をする。 

 

３ 場所 

浜松市東区中野町 新天竜川橋北側運動公園グランド（第５・６面野球場） 

 

４ 想定 

令和５年１２月３日（日）８時００分、和歌山県南方沖を震源とするマグニチュード９．１の巨

大地震が発生し、浜松市東区で震度７の揺れを観測、火災、家屋の倒壊、道路の損壊等により、多

数の死傷者が発生した。 

 

５ 参加団体 

 (1) 自主防災隊員（見学者を含む。）  ５地区 

   東区和田地区  １２自主防災隊  ４５人  

   東区蒲地区   １１自主防災隊  ４３人  

   東区長上地区  １２自主防災隊  ４５人  

   東区笠井地区  ２４自主防災隊  ８１人  

東区中ノ町地区  ９自主防災隊  ３８人  合計２５２人 

(2)消防団 

浜松市消防団東区支団 

浜松市消防団東区支団第１４分団 

浜松市消防団東区支団第２０分団 

浜松市消防団東区支団第２１分団 

浜松市消防団東区支団第２２分団 

浜松市消防団東区支団第２４分団 

(3)浜松市 

  浜松市立与進中学校 

浜松市東区役所 

浜松市消防局警防課・浜松市東消防署 

 

６ 訓練本部の編成 

(1) 本 部 長  浜松市東部消防後援会会長 

(2) 本 部 長 付  各地区自治会連合会会長 

(3) 現 場 指 揮  長上地区自治会連合会会長        

(4) 開閉会式号令  長上地区自治会連合会   

(5) 司 会  浜松市東区役所 

  (6) 訓 練 進 行  浜松市東区支団・浜松市東消防署 



７ 訓練項目 

(1) 消火訓練 

ア バケツリレーによる消火訓練 

イ 水消火器による消火訓練 

ウ 代表自主防災隊（市野町南）による可搬ポンプからの放水訓練   

エ 消防団（第１４分団）による消防ポンプ自動車からの放水訓練   

 (2)救出・救護訓練 

ア 自主防災隊による負傷者の搬送訓練   

イ 自主防災隊による応急処置及び消防団教育隊による応急救護指導 

ウ 消防団（第２２・第２４分団）による倒壊家屋等からの要救助者（ダミー人形）の救出訓練 

                                  

 (3)一斉放水 

ア 自主防災隊（１０隊）による可搬ポンプからの放水   

イ 消防団（第２１分団・第２０分団）による消防ポンプ自動車からの放水 

   

８ 任務分担 

９ その他 
(1) 発熱や風邪症状（咳、鼻水等）の自覚症状がある場合は、訓練参加を見合わせてください。 
(2) 訓練に適した服装で参加してください。 
(3) 指定された駐車場以外の駐車はご遠慮ください。また、駐車場に限りがあるため、乗り合わせで

のご来場をお願いします。 

  担当 

開会式 

閉会式 

司会進行 

その他 

開会式 開会宣言 長上地区自治会連合会 会長  

 主催あいさつ 浜松市東部消防後援会会長   

 来賓あいさつ 浜松市東区長 

閉会式 閉会宣言 笠井地区自治会連合会 会長  

 来賓あいさつ 浜松市長 

 主催あいさつ 浜松市東部消防後援会会長代理 

開会式・閉会式 号令 長上地区自主防災隊  

司会進行・訓練実況 浜松市東区役所 

訓練開始・終了の報告 長上地区自主防災隊  

消火訓練 訓練コントローラー 浜松市消防団第 14 分団 

１１９番通報 上石田町自主防災隊 

水消火器による初期消火訓練 各地区から選出 

バケツリレーによる初期消火訓練 各地区から選出 

可搬ポンプによる放水訓練 市野町南自主防災隊 

消防ポンプ自動車による放水訓練 浜松市消防団第 14 分団 

救出救護

訓練 

訓練コントローラー 浜松市消防団第 22 分団 

１１９番通報 中野町南自主防災隊 

負傷者役 各地区から選出 

負傷者の搬送訓練 各地区から選出・与進中学生（男子） 

応急救護所の設営及び応急手当 各地区から選出・与進中学生（女子） 

東区支団教育隊 

倒壊家屋からの救出 浜松市消防団第 22 分団・第 24 分団 

一斉放水 訓練コントローラー 浜松市消防団第 21 分団 

可搬ポンプ始動補助 各消防団から 2人選出 

可搬ポンプによる放水 各自治会から 2町自主防災隊 

消防ポンプ車（21分団ポンプ車）によ

る放水 

浜松市消防団第 21 分団(第一線側) 

浜松市消防団第 20 分団(第二線側) 
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第41回自主防災隊集合訓練時系列ؙؙ令和５年１２月３日（日）
時間 訓練項目 所要
8:25 集合
8:30 開会式

8:45 開会式終了・移動
8:50 集合
8:54 訓練開始報告
8:55 訓練開始

（消火訓練）
（救出・救護訓練）

9:14 一斉放水（予定時刻）

9:15 10分
9:25 訓練終了報告
9:30 集合
9:35 閉会式 来賓あいさつ（浜松市⾧）

主催あいさつ（浜松市東部消防後援会ؙ会⾧代理）

9:45 解散
75分

10分

10分
⾧上地区上石田町自主防災隊

訓練実施者は、集合場所に集合して待機

自主防災隊集合訓練指定場所に整列（図１）

15分

訓練概要

開会宣言（⾧上地区自治会連合会ؙ会⾧）
15分

来賓あいさつ（東区⾧）
※移動中に訓練想定をアナウンス

〈消火訓練〉図２・図２－１

主催あいさつ（浜松市東部消防後援会ؙ会⾧）

119番通報

消防団による救出（第２２・２４分団）

資機材を撤収して解散

10分
閉会宣言（笠井地区自治会連合会ؙ会⾧）

5分

消防団による放水（第１４分団）

自主防災隊集合訓練指定場所に整列（図１）

〈一斉放水〉図２・図２－３
一斉放水※合図のサイレンで放水開始（放水1分間）
消防ヘリによる救出訓練

⾧上地区ؙ上石田町自主防災隊

可搬ポンプ（市野町南防災隊）

〈救出・救護訓練〉図２・図２－２

倒壊家屋からの救出
119番通報

バケツリレー＆水消火器
応急救護所へ搬送



中野町東 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中野町西 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中野町南 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

白鳥町 ○ ○ ○ ○ ○ ○

中里町 ○ ○ ○ ○ ○ ○

笠井上町・仲町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第一・第二・第三 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第七・第八 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新田第一第二第三 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊西町上・豊西町下 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

☆ 常光・貴平上・貴平下 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
☆
☆ 恒武町上恒武町下 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
☆
☆ 豊町上豊町下豊町南 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
☆
☆ 豊町羽島倉中瀬上,下 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
☆
☆ 上石田町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
☆

市野町東 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

☆ 市野町南 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
☆
☆ 小池町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
☆
☆ 和田町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
☆
☆ 天龍川町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
☆
☆ 篠ヶ瀬町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
☆

北島町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

安新町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

龍光町・薬新団地 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

神立町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

将監町・植松町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大蒲町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

子安町・宮竹町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

西塚町・丸塚町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

上新屋町上西町子安団地○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 14分団 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 20分団 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 21分団 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 22分団 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 24分団 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育隊 ○ ○ ○ ○
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待機場所に戻って訓練を見学する。

※バケツリレー担当は、バケツを持参してください。

９：０５～

終了 終了のサイレン（１０秒間吹鳴）をもって訓練終了する。

９：１０ 可搬ポンプ担当と消防団は、一斉放水の準備に取り掛かり、他の訓練実施者は使用資器材を撤収、各地区の

12人 ９：０５に可搬ポンプのエンジン始動、吸水操作、ホース延長（ホース１本）を行って放水を開始する。

消防団と一緒に放水、終了のサイレン吹鳴をもって放水を停止する。

消防団(14分団） 開会式前に５ｔ水槽に吸管を投入、集合時間になったら車両に乗車して待機する。水消火器終了後、コントローラー
の指示で９：０５にエンジン始動、吸水操作、ホース延長（ホース２本）を行って放水を開始、終了のサイレン吹鳴を
もって放水を停止する。

10人 水消火器の水が無くなったらバケツリレーに参加する。

可搬ポンプ担当 開会式前に可搬ポンプ（エンジン停止）を設定する。

９：０５～ 集合場所には集合せず、可搬ポンプの近くで待機する。バケツリレー終了後、コントローラーの指示で

する。

水消火器担当 １１９番通報担当の火災を知らせる声を聞いた後、訓練を開始する。

８:５５～ 訓練コントローラーの指示に従って西側標的に対して初期消火を実施する。

８:５５～ 訓練コントローラーの指示に従って、南側５ｔ水槽から東側標的までの間に２列で並びバケツリレーによる初期消

18人 火を実施する。（18人いるので間隔を考慮）

可搬ポンプのホースが延長されたらバケツリレーを終了、訓練コントローラーの指示に従って安全な場所に退避

８:５５～ 周囲に火災を知らせた後、１１９番通報する。

1人 １１９番通報後は、バケツリレーに参加する。

バケツリレー担当 １１９番通報担当の火災を知らせる声を聞いた後、訓練を開始する。

訓練開始報告 訓練開始報告（長上地区自主防災隊）

８：５４ ※報告後、訓練開始のサイレンが１０秒間吹鳴、訓練を開始する。

１１９番通報担当 火災を発見した１１９番通報担当は、大きな声で周囲の人に火災を知らせる。

消火訓練詳細図 【図２－１】

５ｔ水槽

野球場５面

ホース2本

ホース1本

市野町南自主防災隊

５ｔ水槽

８：５０

標的 標的

２列

５ｔ水槽
水消火器

【集合場所】8:50集合
１１９番通報担当１人
水消火器担当１０人
バケツリレー担当１８人

本部テント

集合 開会式終了後、訓練実施者（可搬ポンプ、消防団を除く。）は集合場所Ａに集合

14分団Ｐ

【可搬ポンプによる放水】9:00～

【水消火器による消火】8:55～

【バケツリレー】8:55～

【分団ポンプによる放水】9:05～

【１１９番通報等】8:55～

２1分団Ｐ

【訓練コントローラー】8:55～

14分団員



〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

消防団 自主防災隊から依頼を受け、チェーンソーで丸太を切断する。倒壊家屋内の要救助者（ダミー人形）を救出する

９：００～ 救出した要救助者（ダミー人形）の搬送を自主防災隊に依頼する。

搬送担当

消防団が救出した要救助者（ダミー人形２体）を応急救護所へ布担架にて搬送

搬送隊は９人１組で２チームを編成する。（搬送隊１：和田２、長上２、蒲２、与進中学生（男子）５　）×４往復

倒壊家屋の周囲にいる負傷者（６人）を応急救護所へ布担架にて搬送

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（搬送隊２：笠井５、中ノ町１、与進中学生（男子）５）×４往復８：５５～

終了 終了のサイレン（１０秒間吹鳴）をもって訓練終了する。

９：１０ 訓練実施者は使用資器材を撤収、各地区の待機場所に戻って訓練を見学する。

その後は応急救護所にて応急手当を実施する。

応急救護担当 仮設の応急救護所をブルーシートで設営する。

８：５５～ 随時、搬送されてくる負傷者に対して、東区支団教育隊と与進中学生（女子）が協力して応急手当を実施する。

８:５５～ 複数の負傷者がいることを周囲に知らせた後、１１９番通報する。

搬送

=負傷者

=要救助者

訓練開始報告 訓練開始報告（長上地区自主防災隊）

８：５４ ※報告後、訓練開始のサイレンが１０秒間吹鳴、訓練を開始する。

第２２分団が救出

第２４分団が救出

救出・救護訓練詳細図

※応急手当に必要な資器材（三角巾・シーネなど）は、主催者が準備します。

【集合場所】8:50集合

【図２－２】

※和田地区、蒲地区は、布担架を各地区1基、用意してください。

本部テント

集合 開会式終了後、訓練実施者（可搬ポンプ、消防団を除く。）は集合場所（本部テント前）に集合

８：５０

１１９番通報担当１人
搬送担当１２人
応急救護担当１０人

野球場６面

１１９番通報担当 倒壊家屋を発見した１１９番通報担当（中ノ町〇〇）は、大きな声で複数の負傷者がいることを周囲に知らせる。

【自主防災隊によるけが人の搬送】8:55～

【１１９番通報等】8:55～

仮設

応急救護所

倒壊家屋

倒壊家屋

 

 

 

【応急救護所の設置】8:55～

【けが人に対する応急手当】随時

【救護コントローラーＡ】8:55～

22分団員

【救出コントローラーＢ】8:55～

22分団員

【救護コントローラーＣ】8:55～

22分団員



⑤

する。

訓練コントローラーＡは、訓練コントローラーＢ、Ｃの赤旗を確認し、21分団ポンプ車に至り、

放水停止 １分後、「放水止め」の掛け声でサイレンを停止、全隊、一斉に放水を停止する。

９：１５

放水開始

「放水始め」の掛け声と消防団ポンプ車のサイレンを１分間吹鳴、このサイレン吹鳴を合図に一斉に放水９：１４

準備開始 消火訓練の終了のサイレンが吹鳴したら、可搬ポンプのエンジンを始動、ホース延長する。

９：１０～ 訓練コントローラーＢは、21、20分団の放水準備が完了したならば、赤旗を挙げて合図する。

訓練コントローラーＣは、各自治会の可搬ポンプの放水準備が完了したならば、赤旗を挙げて合図する。

事前準備 開会式前に各自治会は可搬ポンプを指定場所に配置、吸管を水槽に投入し、可搬ポンプのエンジン始動、

吸水試験を実施する。※開会式後は、消火訓練救出救護訓練が終わるまで可搬ポンプ付近で待機する

⑧ 笠井新田町第二自主防災隊

⑨ 中野町東自主防災隊

５ｔ水槽

⑩ 白鳥町自主防災隊

⑦ 笠井町第八自主防災隊

５ｔ水槽

④ 北島町自主防災隊

⑤ 神立町自主防災隊

小池町自主防災隊

③ 篠ケ瀬町自主防災隊

⑥ 大蒲町自主防災隊

天
竜
川

一斉放水詳細図 【図２－３】

分岐

５ｔ水槽

Ａ 消防団第20分団 20

Ｂ 消防団第21分団：元ポンプ 21

① 市野町南自主防災隊

②

21

20

14

22

24

14分団

②

③

①

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

２1分団Ｐ


